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善行は、社会を
照らすともしび。

今回のご接見の栄のお祝いとして、
㈱虎屋、

㈱コロンバン様、
㈲富久屋様から、

お菓子のご高配を賜りました。
心より感謝申し上げます。

（1） 令和6年(2024年)11月1日 明 る い ニ ュ ー ス  第785号
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
十
日
（
木
）
赤
坂
東

邸
に
お
い
て
、
長
寿
善
行

者
が
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か

ら
ご
接
見
の
栄
誉
を
賜
っ

た
。こ

の
ご
接
見
は
、
令
和

二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
見
送
ら

れ
て
き
た
が
、
昨
年
度
か

ら
、
皇
嗣
殿
下
を
は
じ
め

皇
嗣
職
関
係
者
の
ご
了
解

を
い
た
だ
き
、
再
開
し
て

い
る
。

ご
接
見
の
光
栄
に
浴
し

た
別
掲
の
七
十
三
名
は
、

日
本
善
行
会
か
ら
善
行
表

彰
を
受
け
た
後
も
、
優
れ

た
善
行
を
重
ね
ら
れ
た

七
十
歳
以
上
の
長
寿
善
行

者
で
全
国
か
ら
推
挙
さ
れ

た
方
々
で
あ
る
。
さ
わ
や

か
な
秋
晴
れ
の
中
、
午
前

十
時
五
十
分
、
明
治
記
念

館
「
曙
の
間
」
に
長
寿
善

行
者
が
集
合
し
た
。
勝
野

会
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言

葉
が
あ
り
、
次
い
で
三
班

に
分
か
れ
て
記
念
写
真
を

撮
影
し
た
後
、
会
食
と
な
っ

た
。
休
憩
の
後
、
午
後
一

時
四
十
五
分
に
参
内
者
は

バ
ス
に
て
、
赤
坂
東
邸
へ

と
出
発
し
た
。

午
後
二
時
半
、
凛
々
し

い
お
姿
の
中
に
も
優
し
い

笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
秋

篠
宮
皇
嗣
殿
下
が
中
央
正

面
に
お
進
み
に
な
ら
れ
、

勝
野
会
長
よ
り
参
内
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
た
。
続

い
て
鵜
沼
康
有
氏
（
北
海

道
）
が
、
参
内
者
を
代
表

し
て
別
掲
の
活
動
報
告
と

感
謝
の
言
葉
を
謹
ん
で
申

し
上
げ
た
。

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
は
、

「
本
日
は
長
年
に
渡
り
、

社
会
公
共
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
方
々

に
お
目
に
か
か
っ
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
皆
様
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

社
会
の
基
盤
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、

お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。」

と
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を

賜
っ
た
。
こ
の
後
、
勝
野

会
長
が
先
導
さ
れ
、
殿
下

は
前
列
に
着
席
す
る
善
行

者
の
前
に
進
ま
れ
、
ひ
と

り
ひ
と
り
か
ら
、
今
ま
で

の
活
動
な
ど
を
お
聞
き
に

な
ら
れ
る
と
と
も
に
、
お

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

ご
一
巡
の
後
、
殿
下
は
優

し
い
ご
会
釈
の
上
ご
退
場

な
さ
れ
た
。

午
後
二
時
五
十
分
、
厳
か

に
行
わ
れ
た
ご
接
見
は
終

わ
り
、
参
内
者
一
同
、
生

涯
忘
れ
得
ぬ
感
動
を
胸
に

赤
坂
東
邸
を
後
に
し
た
。

令和６年度 秋篠宮皇嗣殿下のご接見
－赤坂東邸でのご接見の栄に浴した長寿善行者73名－

代 表 者

ご
接
見
の
栄
誉
に
浴
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
釧
路
市

鵜
　
沼
　
康
　
有

本
日
は
、
私
ど
も
長
寿
善

行
者
が
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

の
ご
接
見
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
六
十
二
年
に

子
ど
も
が
通
う
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
始
め
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
釧
路

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
福
祉

厚
生
委
員
、
委
員
長
を
歴

任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の

重
要
性
に
触
れ
、
翌
昭
和

六
十
三
年
か
ら
釧
路
市
の

特
別
補
導
員
と
し
て
現
在

ま
で
三
十
六
年
間
、
活
動
を

ご
接
見
参
加
者
名
簿

ご
接
見
参
加
者
名
簿
73 名

（
北
海
道
）
白
幡
隆
、
鵜
沼
康

有
（
岩
手
県
）
小
野
寺
勇
輝

（
宮
城
県
）
内
海
運
雄
、
豊
嶋

正
江
（
山
形
県
）
相
田
隆
子
、

駒
澤
美
智
子
（
茨
城
県
）
山

下
登
最
子
（
栃
木
県
）
田
代

武
昭
、
柳
田
和
子
、
松
岡
信

一
、
藤
田
カ
ツ
ノ
、
広
瀬
貞

子
、
南
部
容
子
、
相
馬
正
美

（
群
馬
県
）
小
野
田
圭
一
、
猪

熊
正
道
、
金
井
久
治
、
新
井

健
二
、
下
田
源
三
、
堀
口
克

己
、
忰
田
信
子
、
時
田
慶
子
、

恩
幣
敏
夫
、
桑
原
明
、
原
冨

美
子
、
為
谷
賢
司
、
安
達
忠

良
、
神
四
奈
義
、
細
野
幸
子
、

浜
本
悦
子
、
桑
原
と
し
子
、

長
澤
み
ち
子
、
井
田
繁
子
、

森
田
房
子
（
埼
玉
県
）
田
嶋

敬
子
（
千
葉
県
）
落
合
貞
夫
、

宮
﨑
豊
（
東
京
都
）
川
井
淳

子
、
高
日
孝
子
、
高
山
與
三

郎
、
櫻
岡
美
穂
、
塩
坂
敦
子
、

宮
土
尚
治
、
清
水
陽
一
、
浦

野
秀
樹
、
澤
目
和
子
、
塚
本

ト
メ
子
、
林
房
子
、
横
谷
恭

子
、
津
村
寿
子
（
神
奈
川
県
）

田
島
和
枝
、
石
橋
昭
彦
、
千

石
ふ
み
子
（
新
潟
県
）
目
黒

愛
子
（
岐
阜
県
）
永
井
紀
美

子
（
静
岡
県
）
渡
邉
章
夫
（
愛

知
県
）
髙
井
宏
昌
、
小
林
稔
、

藤
井
玲
子
（
京
都
府
）
西
田

章
夫
、
赤
瀬
由
貴
（
大
阪
府
）

黒
田
全
紀
、
相
賀
勝
、
中
山

安
信
、
武
智
博
子
（
兵
庫
県
）

植
田
延
生
、
中
村
悦
子
、
岡

本
康
夫
（
広
島
県
）
西
田
祐

三
（
徳
島
県
）
中
内
美
代
子

（
福
岡
県
）
髙
橋
輝
代
、
佐
藤

昌
晴

（
敬
称
略
）

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

先
輩
補
導
員
の
素
晴
ら
し

い
活
動
に
薫
陶
を
受
け
、
街

頭
補
導
活
動
を
粛
々
と
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
意
識
や
活
動

は
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢

に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
景
気
で

沸
き
立
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
そ
れ
が
崩
壊
し
、
様
々

な
社
会
問
題
が
噴
出
し
ま

し
た
。
平
成
四
年
に
は
週

休
二
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、

公
立
学
校
で
も
第
二
土
曜

日
が
休
み
と
な
る
変
化
や

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
日
常
生
活
へ
の
影
響
は

非
常
に
大
き
く
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
も
揺
ら
ぎ
続
け

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
十
三
年
に
そ
れ
ま

で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
晴

れ
て
善
行
表
彰
を
受
け
、
そ

れ
を
契
機
に
善
行
会
釧
根

支
部
活
動
に
関
わ
り
始
め
、

現
在
は
支
部
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
は
こ
の
会
が

提
唱
す
る
「
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
環
境
づ
く
り
」
が

何
よ
り
必
要
で
あ
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
会
の
同
士

と
共
に
唱
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
使
命
と
強
く
心

に
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
の
ご
接
見
を
賜
り
、
同
席

の
長
寿
善
行
者
一
同
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
最
良

の
日
と
な
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

こ
こ
に
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
、
同
妃
殿
下
の
ご
健
康
と

皇
室
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。


